
オモシロ体験
に

子どもたちも
大喜び！

12広報せきかわ 2014・９月号

８
月
16
日
、
タ
ラ
ン
ペ
ク
ラ
ブ

夏
の
陣
︵
加
藤
克
徳
代
表
・
鮖
谷
︶

が
七
ケ
谷
ふ
る
さ
と
会
館
で
行
わ

れ
、
帰
省
中
の
子
ど
も
た
ち
や
マ

リ
ン
ピ
ア
日
本
海
の
ス
タ
ッ
フ
な

ど
村
内
外
か
ら
約
30
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

当
日
は
川
遊
び
を
予
定
し
て
い

た
も
の
の
、
あ
い
に
く
の
雨
に
よ

り
竹
細
工
や
ミ
サ
ン
ガ
づ
く
り
な

ど
を
体
験
。
竹
細
工
で
は
、
タ
ラ

ン
ペ
ク
ラ
ブ
の
ス
タ
ッ
フ
か
ら
指

導
を
受
け
な
が
ら
慣
れ
な
い
手
つ

き
で
ナ
イ
フ
と
竹
を
手
に
竹
箸
づ

く
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

ま
た
、
竹
を
使
っ
た
ハ
ン
バ
ー

グ
作
り
に
も
挑
戦
。
参
加
し
た
子

ど
も
た
ち
が
、
割
っ
た
竹
に
ハ
ン

バ
ー
グ
の
た
ね
を
詰
め
約
40
分
間

か
け
て
焼
き
上
げ
ま
し
た
。

昼
食
は
、
自
分
た
ち
が
作
っ
た

竹
箸
を
使
っ
て
ハ
ン
バ
ー
グ
や
釜

で
炊
い
た
ご
飯
、
茹
で
た
じ
ゃ
が

い
も
を
食
し
、
そ
の
味
に
参
加
者

も
大
満
足
。

茨
城
県
日
立
市
か
ら
帰
省
中
の

榎
田
健
吾
く
ん
︵
３
年
︶
は
﹁
ナ

イ
フ
で
箸
を
作
る
の
が
難
し
か
っ

け
ど
上
手
に
で
き
た
。
ハ
ン
バ
ー

グ
作
り
で
は
、
竹
に
肉
を
詰
め
る

作
業
が
楽
し
か
っ
た
﹂
と
喜
ん
で

い
ま
し
た
。

▲青竹ハンバーグ作りを体験する子どもたち

オモシロ体験
に

子どもたちも
大喜び！

〜タランペクラブ夏の陣〜

アルビレックス新潟レディースＵ−18に所属し

ている篠田優花さんが、このたび大阪府堺市で開

催された第19回全日本女子ユース（Ｕ−15）サッ

カー選手権大会に出場し、見事ベスト４に輝きま

した。右サイドバックを務める篠田さんは、自分

より体格が勝る相手に気迫のこもった守備で相手

の攻撃を防ぐとともに、得点につながる味方への

的確なパスでチームの勝利に貢献。

試合後、「メダルを新潟に持ち帰りたかったけど

４位に終わってしまいとても悔しいです。来年は

中学最後のチャンスになるので全国制覇を目指し

これからの練習を頑張っていきたい。たくさんの

応援ありがとうございました」と話していました。

女子サッカー 篠田優花さん
（関川中２年・下関）

全国ベスト４の快挙！

８月17日、岩手県盛岡市で開催された「第11

回全国小学生学年別柔道大会」に小池優佳さんが

出場しました。６月に行われた県予選では、これ

まで一度も勝てなかった相手と決勝で当たり、得

意の内股で勝利。夢だった全国大会への切符を手

にしました。

全国の舞台では、小学５年生女子40㎏超級に出

場。初めての全国大会にもかかわらず、攻めの柔

道でベスト８という見事な成績を残しました。

小池さんは「初めての全国大会でしたが緊張す

ることなく試合ができました。優勝を目指してい

たので残念でしたが、これからもっと練習を重ね、

来年の全国大会優勝を目指したいです」と次の目

標を見据えていました。

女子柔道 小 池 優 佳 さん
（関川小５年・下関）

初の全国でベスト８！

▲前列左から２番目が篠田優花選手
（写真提供：アルビレックス新潟）
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学校 お知らせからのからの

今月は関川中学校からの紹介

９月６日（土）体育祭
今月は、最大の学校行事の一つである「体育祭」

を実施します。生徒同士、また生徒と教職員が絆

を深め、思いやりの心を育てるため、競技や応援

に精一杯取り組むとともに、モザイク画の制作や

メッセージ交換など、全校が一つになってつくり

上げる体育祭です。

保護者、地域のみなさん、ぜひご来場いただき、

絆と感動を共有してください。

大漁旗をふって歓迎していただきました
７月28日（月）、29日（火）の１泊２日で生徒会

書記局の５名が粟島浦中学校へ行ってきました。

粟島浦中との交流を通して、自主的に他者とか

かわる態度を育成し、学校のリーダーとしての自

覚と力量を身に付けてきました。粟島港につくと、

粟島浦中の生徒と先生方が大漁旗を持って私たち

を迎えてくれました。早速、島内サイクリングの

後、BBQや肝試しを行い１日目は終了。宿には夜

８時過ぎに到着。２日目、馬の世話活動、乗馬体

験を午前中行い、午後からは、海で粟島浦中の生

徒との交流会を行いました。

盛り沢山のプログラムを準備いただいた粟島浦

中の生徒及び先生方のみなさんに感謝します。

自己有用感を高め
人との絆を深める学校行事

粟島浦中学校との交流会

さまざまな事情により、家庭で生活できない子

どもたちがいます。その子どもたちを家族の一員

として温かく迎え入れ、愛情を持って心身の成長

を支えてくださる『里親』を広く募集しています。

里親になるためには一定の条件や、研修を受講

する必要があります。詳しくは新発田児童相談所

までお問い合わせください。

【問い合わせ先】新発田児童相談所

☎0254−26−9131

あなたも
『里親』になりませんか？

あなたも
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◀
乗
馬
を
体
験
す
る

関
川
中
の
生
徒
た
ち

▶
す
い
か
割
り
を
し
て
、
粟
島

浦
中
の
生
徒
と
交
流
を
深
め

ま
し
た


